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本
年
５
月
、
事

業
性
融
資
の
推
進

等
に
関
す
る
法
律

が
施
行
さ
れ
た
。

企
業
価
値
担
保
権

と
い
う
新
た
な
選

択
肢
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
制
度
の
理

解
か
ら
実
装
の
段
階
へ
と
歩
み
を
進

め
て
い
る
。す
で
に
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
や
中
小
・
中
堅
企
業
の
設
備
投
資
、

上
場
大
企
業
の
組
織
再
編
、
事
業
再

生
案
件
な
ど
、
様
々
な
規
模
・
局
面

に
お
い
て
、
そ
の
活
用
に
向
け
た
検

討
や
取
組
み
が
始
ま
り
つ
つ
あ
る
。

　

も
と
よ
り
、
事
業
性
融
資
は
、
企

業
価
値
担
保
権
の
創
設
以
前
か
ら
積

み
重
ね
ら
れ
て
き
た
取
組
み
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
も
、
志
あ
る
融
資
担

当
者
の
熱
意
に
よ
り
、
事
業
者
に
寄

り
添
い
、
財
務
諸
表
だ
け
で
は
捉
え

き
れ
な
い
事
業
の
実
態
や
将
来
性
を

見
つ
め
よ
う
と
す
る
現
場
の
努
力
と

経
験
が
、
長
年
に
わ
た
り
育
ま
れ
て

き
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
営
み
は
、
十
分
に

組
織
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
だ
ろ

う
か
。
個
人
の
経
験
や
力
量
に
閉
じ

て
し
ま
え
ば
、
担
当
者
の
異
動
や
経

営
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
継
続
性
を

失
い
か
ね
な
い
。
営
業
店
、
審
査
部

門
、
企
画
部
門
、
経
営
陣
が
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
と
専
門
性
を
高
め
、
事
業

性
融
資
に
と
っ
て
最
も
大
事
な
事
業

者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
信

頼
関
係
の
構
築
を
、
組
織
と
し
て
支

え
る
態
勢
が
必
要
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
組
織
的
な
変
革
に
は
、

経
営
判
断
を
伴
う
。
躊
躇
さ
れ
る
方

も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。も
っ
と
も
、

外
部
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
に

あ
っ
て
は
、
変
わ
ら
な
い
こ
と
自
体

も
、
リ
ス
ク
と
な
り
得
る
。
長
く
停

滞
し
て
い
た
名
目
成
長
や
設
備
投
資

に
は
変
化
の
兆
し
が
見
ら
れ
、
事
業

者
の
側
に
も
、
将
来
を
見
据
え
た
投

資
意
欲
と
資
金
需
要
が
広
が
り
つ
つ

あ
る
。金
利
あ
る
世
界
に
お
い
て
は
、

資
金
供
給
の
量
だ
け
で
な
く
、
リ
ス

ク
に
見
合
っ
た
目
利
き
と
対
話
の
質

が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
問
わ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

　

金
融
庁
は
、
事
業
性
融
資
を
「
例

外
的
・
単
発
の
事
例
」
か
ら
「
組
織

的
・
継
続
的
な
取
組
み
」
へ
と
高
め

て
い
く
動
き
を
後
押
し
す
る
た
め
、

本
年
５
月
、「
事
業
者
と
金
融
機
関

の
信
頼
関
係
に
基
づ
く
事
業
性
融
資

に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
」
を
公

表
し
た
。
企
業
価
値
担
保
権
の
活
用

に
と
ど
ま
ら
ず
、
事
業
者
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
、
人

材
育
成
、
信
用
格
付
や
引
当
へ
の
反

映
、
さ
ら
に
は
検
査
・
監
督
の
進
め

方
を
含
め
、
事
業
性
融
資
の
実
務
全

体
に
つ
い
て
具
体
的
な
着
眼
点
を
整

理
し
て
い
る
。
現
場
の
融
資
担
当
者

と
の
議
論
も
踏
ま
え
た
も
の
で
あ

り
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

　

そ
の
際
、
企
業
価
値
担
保
権
だ
け

で
事
業
性
融
資
が
根
付
く
も
の
で
は

な
い
こ
と
に
も
留
意
が
必
要
で
あ

る
。
利
用
件
数
だ
け
を
拙
速
に
追
う

の
で
は
な
く
、
各
金
融
機
関
の
人
材

や
態
勢
等
に
即
し
て
、
無
理
の
な
い

範
囲
か
ら
始
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ

る
。

　

小
さ
く
始
め
、
深
く
学
び
、
改
善

を
重
ね
る
。
事
業
計
画
の
理
解
、
期

中
の
対
話
、経
営
悪
化
の
予
兆
把
握
、

早
期
の
経
営
改
善
支
援
―
―
そ
の
一

つ
ひ
と
つ
を
実
務
に
落
と
し
込
み
、

課
題
も
成
果
も
組
織
の
知
見
と
し
て

蓄
積
し
て
い
く
。
各
金
融
機
関
に
お

い
て
、
こ
う
し
た
挑
戦
と
改
善
が
着

実
に
積
み
重
ね
ら
れ
る
こ
と
で
、
事

業
者
と
の
関
係
は
、単
な
る
貸
し
手
・

借
り
手
の
関
係
を
超
え
、
企
業
価
値

の
持
続
的
向
上
を
と
も
に
支
え
る
も

の
へ
と
深
化
し
て
い
く
。
そ
う
し
た

新
た
な
融
資
実
務
が
、
現
場
に
根
差

し
、
時
間
を
か
け
て
育
っ
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

や
な
せ
・
ま
も
る
●
１
９
９
２
年
東
京
大
学
法
学
部
卒
業
、
大
蔵
省
（
現
財
務
省
）
入
省
。
金
融
庁
監
督
局
銀
行
第
二
課
課
長
補
佐
、
同
健
全
性
基
準
室
長
、
Ｉ
Ｍ

Ｆ
（
国
際
通
貨
基
金
）
金
融
資
本
市
場
局
シ
ニ
ア
エ
ク
ス
パ
ー
ト
、
金
融
庁
監
督
局
銀
行
第
一
課
長
、
同
総
合
政
策
局
審
議
官
等
を
経
て
、
２
０
２
５
年
７
月
か
ら

現
職
（
役
職
は
執
筆
時
点
）。

事
業
性
融
資
推
進
法
（
企
業
価

値
担
保
権
の
創
設
等
）
の
施
行

と
今
後
へ
の
期
待

柳
瀬 
　
護

金
融
庁 

総
括
審
議
官


